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   Malignant lymphoma of the left testis was seen in a 53-year-old man. Pathologically, the tumor 
cell showed malignant lymphoma of the diffuse, small cell type, especially, of lympho-plasmacytoid 
in LSG classification. Clinically, no other lesions were found. At 26 months following orchiectomy 
with chemotherapy (CHOP regimen: cyclophosphamide, hydroxydaunomycin, vincristine and pre-
donisone) as well as post-operative irradiation (60Co, 30 Gy.), the patient has been doing well with-
out any clinical evidence of recurrence generalization of the tumor.













　 既 往 歴 ・家 族 歴:特 記 す べ き こ とな し
　 現 病 歴:1983年2月 に左 陰 嚢 部 を強 打 した.3月 に
な り左 陰 嚢 内 容 の無 痛 性 腫 大 に 気 付 きそ の増 大 傾 向 を
認め た た め,至 誠 会共 生 中 央 病 院 を 受診 した.同 医 で
左睾 丸 外 傷 の 疑 い で9月10日 に 左 除 睾術 を施 行 した と
ころ,病 理 学 的 に悪 性 リ ンパ 腫 と診 断 され,10月1日
に は遺 残 精 索 切 除術 を施 行 され た,術 後vinblastine,
cyclophosphamide,　hydroxydaunomycin,　pepleo-
mycinによる化 学療 法 を1コ ー ス 行 な い,10月6日
精査 お よび 治 療 を 目的 と して 当科 に 転院 した,
　 現 症:体 格 栄 養 中 等度.眼 瞼結 膜 に貧 血 な く,眼 球
結膜 に黄 染 を 認 め な い.表 在 リンパ節 は 触 知 せ ず.胸
腹 部 に異 常 を 認 めず 。 左 鼠 径 部か ら左 陰 嚢 に か け て約
8cmの 手術 搬 痕 を 認 め た が,左 陰 嚢 内 に腫 瘤 を 触 知
せ ず.右 陰嚢 内 容は 正 常,前 立 腺 は 触 診 上 正常.両 側
足背 部 に前 医 で 行 な った リン パ管 造 影 の た め の約3
cmの 横 切 開 創 を認 め た.
　 入 院時 一 般 検 査 所 見:血 沈:1時 間値4mm,2時
間 値10mm.末 梢 血 　 正常.血 液 像 正 常範 囲.骨 髄
像 正常 範 囲.免 疫電 気 泳 動 で は異 常 沈降 線 を 認 めず.
肝機 能 お よび 腎 機 能正 常.血 清電 解 質 正 常.血 清 総 蛋
白6.49/d1,　Alb　3.99/dl,　AIG　1.8,　IgG　1,032　mg/
d1,　IgA　86　mg/dl,　IgM　63　mg/dl.血中AFPお よ
びHCG正 常.尿 中BJP陰 性.検 尿正 常.
　 放 射 線 学 的 検 査 所見:胸 腹 部 単純 撮 影,全 身骨 単 純
撮影,排 泄 性 腎 孟造 影 正 常.骨 シ ン チ,肝 シ ン チ,
Gaシ ンチ,　RIリ ンパ 管造 影,腹 部 お よ び 骨 盤 部
CTス キ ャ ン像,以 上 す べ て正 常.
　病理学的所見=摘 出した左睾丸の大きさは7,0×2.0
×1.3cmで,割面は肉眼的には灰白色で光沢に富み,











Fig.3.メチ ル ・グ リー ン ・ピ ロ ニ ン染 色:腫 瘍 細 胞
　 　 　 　の 細胞 質は ピ ロニ ン陽 性 を示 す 。
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Fig.1.摘出標本割面'灰 白色で光沢に寓み,一 部に
　　　　出血を伴う腫瘍組織が結節状に認められる.
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Fig.4.　IgG染 色:一 部 の 腫 瘍 細 胞 が 染 め だ さ れ て
　 　 　 　 い る(矢 印).
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Table　1.本邦睾丸細網肉腫症例.柏 原ら6)の報告以降
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μニ ン染 色 では,腫 瘍 細 胞 の細 胞 質 は ピ ロニ ン陽 性 を
示 し(Fig.3),形質細 胞 系 で あ る こ とが 認 め ら れ る
が,IgG染 色 で は 一部 の腫 瘍 細 胞 に の み 染 め だ さ れ
た(Fig.4).以上 よ り本腫 瘍 は,形 質 細 胞 へ の分 化 を
示 し,LSG分 類4》で い うdiffuse,　small　cell　type,
lymphoplasmacytoidの悪 性 リ ンパ 腫 と診 断 され た.
　 入 院後 経 過:1983年II月14日よ りcyclophospha-
mide　600　mg(400　mg/M2)a9　1日 点 滴 静 注.　hy-
droxydaunomycin　40　mg(27　mg/M2)第1日 静 注.
vincristine　l　mg(o.67　mg/M2)第1目 静 注 .　predo-
nisone　40　mg(27　mg/M2)a9　1～5日 内服 を1コ ー
ス とす るCHOP療 法 を2週 ご とに3コ ー ス施 行 し,
1984年1月5日よ り腸 骨 リンパ 節か ら労 大 動 脈 リ ンパ
節 領域 にtelecobalt　30Gy.を 照身札 た.1984年2
月14日右 睾 丸 生 検 を 施 行 した が,悪 性 所 見 を 認 め ず,
















性 リンパ腫,リ ンパ肉腫,細 網肉腫およびポジキン病
の4型に分けたGall-Malloryの分類8)があ り,睾丸





for　Clinical　Usage9)が一般 的に用い られてお り,
Table　3に 各分類の対応 を示 した.本 腫瘍はLSG
分類によるとdiffuse,　mall　cell　typeに属し,さ ら
にメチル ・ピロニン ・グリーン染色で胞体がピロニン








Table　2.本 邦 睾 丸 リ』ンパ 肉腫 症 例






































































































































































Table　3.　Gall-Mallory分類,　LSG分 類 お よび 新 国 際 分 類 の対 応 と悪 性 度(須 知 ら4》に よる)
Gall・MaHory分類 LSG分 類 新国際分類 悪性度







バ ーキ ッ ト腫瘍
8urkttt'5　Tumor








町。び憧 性 リ ンパ腫
　 Diffuse　Lymphoma


































清田 ・ほか ゴ睾丸 ・悪性 リソパ腫
　 1)53歳男 性 の 左 睾 丸 悪 性 リン パ腫 を 報 告 し,若 干
の文 献 的考 察 を行 な った.
2)本腫 瘍 はLSG分 類 で い うdiffuse,　small　cell
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